
第１期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果

国立大学法人宮崎大学

１ 全体評価

宮崎大学は、市民社会の担い手として、高度で普遍的な教養に支えられ、豊かな人間

性を持ち、専門職業人として必要な知識・能力を有する人材の育成、また、研究成果を

情報発信することにより、産学官連携事業に積極的に参加し地域社会・国際社会の発展

に寄与するとともに、国内外の大学・研究機関との交流を促進し、教育研究の活性化と

国際連携を図ること等を目標とし、教育・研究・社会貢献・業務運営等を学長のリーダ

ーシップの下で推進している。

中期目標期間の業務実績の状況は、平成 16 ～ 19 年度までの評価では、すべての項目

で中期目標の達成状況が「良好」又は「おおむね良好」であり、さらに平成 20、21 年度

の状況を踏まえた結果、すべての項目で中期目標の達成状況が「良好」又は「おおむね

良好」である。業務実績のうち、主な特記事項は以下のとおりである。

教育については、心身医学セミナー・禁煙セミナー等による健康教育を実施し、喫煙

率の減少につながっている。また、県内の高等教育機関からなる「高等教育コンソーシ

アム宮崎」の組織化、夜間履修制度や長期・短期履修制度等の整備、長期インターンシ

ップの導入等の取組を行っている。

研究については、重点領域の生命科学研究と環境・エネルギー科学研究に予算を重点

配分して研究を推進し、質の高い研究活動を持続している。また、「研究企画・推進チー

ム」、「研究評価チーム」の設置による研究戦略経費、若手研究者の特色ある研究に対す

る支援経費の配分やその成果の事後評価を実施、県内中小企業との共同研究の推進、技

術移転、シーズ集の発刊の実施等の取組を行っている。

社会連携・国際交流等については、タイとの医学部相互研修事業における学生及び研

修医の派遣・受入れ、地域住民に向けた図書館の利用案内のウェブサイトへの掲載及び

日曜開館の実施等の取組を行っている。

業務運営については、教員及び事務系職員評価を実施し、その評価結果を平成 20 年度

から処遇に反映しており、評価できる。

一方、大学院専門職学位課程において、平成 21 年度の学生収容定員の充足率が 90 ％

を満たさなかったことから、今後、速やかに、定員の充足に向け、入学定員の適正化に

努めることや、入学者の学力水準に留意しつつ充足に努めることが求められる。

財務内容については、外部研究資金獲得のため、研究助成等の応募案内を全教員へ直

接周知する体制を整備するとともに、戦略企画本部を設置し、競争的教育研究資金獲得

のための戦略的かつ組織的な方針を策定する体制を構築した結果、受託研究、共同研究

及び寄附金による外部資金獲得額が増加している。

その他業務運営については、平成 20 年度の研究開発委託事業において、研究活動にお

ける不正行為（ねつ造）が行われていたことから、研究活動における不正行為防止及び

研究者として遵守すべきモラル意識向上に係る、より一層の取組が期待される。
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２ 項目別評価

Ⅰ．教育研究等の質の向上の状況

（Ⅰ）教育に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（４項目）のうち、１項目が「良

好」、３項目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断し

た。

（参考）

平成 16 ～ 19 年度の評価結果は以下のとおりであった。

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（４項目）のうち、１項目が「良好」、３項

目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 教育の成果に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 16 ～ 19 年度の評価結果は「教育の成果に関する目標」の下に定

められている具体的な目標（11 項目）のうち、４項目が「良好」、７項

目が「おおむね良好」であったことから、「中期目標の達成状況がおおむ

ね良好である」であった。

平成 20、21 年度の達成状況を踏まえた結果は、４項目が「良好」、７

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の

現況分析における関連項目「学業の成果」「進路・就職の状況」の結果も

勘案して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「フィールド教育を推進し、それぞれの専門にかかわる現場から学ぶ態度

を涵養する」について、全学的に関連科目の充実に取り組み、特に教育文化学部では

フィールド教育の一環として、「自然・科学体験学習」、「地域調査演習」等の地域総合

実習やまちづくりに係わる授業を開講していることは、地域社会との連携強化につな

がっている点で、優れていると判断される。

○ 中期計画で「教育研究組織を点検・評価するための全学的な委員会等を設置する」

としていることについて、学内教育・研究組織を改組し、平成 19 年度から教育・学生
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担当副学長が統括する教育研究・地域連携センターを設置したことは、効率的かつ実

効的な管理運営を可能にしている点で、優れていると判断される。

② 教育内容等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 16 ～ 19 年度の評価結果は「教育内容等に関する目標」の下に定

められている具体的な目標（10 項目）のうち、２項目が「良好」、８項

目が「おおむね良好」であったことから、「中期目標の達成状況がおおむ

ね良好である」であった。

平成 20、21 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目が「良好」、８

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の

現況分析における関連項目「教育内容」「教育方法」の結果も勘案して、

総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「社会の要請や学生のニーズに応え、また、学生の履修歴等に配慮して、

適切な授業科目を開設し、カリキュラムを改善する」について、県内の高等教育機関

からなる「高等教育コンソーシアム宮崎」を組織し、単位互換制度を導入して、教育

プログラムを拡大したこと及び大学・大学院における教員養成推進プログラム「教師

教育支援モデルの構築と展開」に採用されたことは、教育・研究に取り組む体制が充

実している点で、優れていると判断される。

○ 中期計画「学生の希望・適性に応じた弾力性のある教育研究制度を導入する」につ

いて、夜間履修制度や長期・短期履修制度など多様な制度を整備し、学生のニーズに

応えていることは、優れていると判断される。

○ 中期計画「生命科学・環境科学等の学際的独創的研究を進める教育体系を構築する」

について、医学系研究科及び工学研究科で「魅力ある大学院教育」イニシアティブに

採用され、それによる成果を基に、医学系研究科博士課程の再編及び農学工学総合研

究科博士後期課程の設置を実施するなど、研究科の改組を着実に進めていることは、

優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「地域社会のニーズに対処できる人材を養成するために、地域の人材・施

設を利用し学習環境の充実を図る」について、産官学連携に基づき、新たな教育プロ

グラムとして長期インターンシップを導入したことは、特色ある取組であると判断さ

れる。

○ 中期計画「地域から修士（博士）論文テーマを公募し研究成果を公表する」につい

て、修士・博士論文を地域からの公募によって作成しその成果を提案者に還元してい

ること及び公募による研究テーマが共同研究に結びついたこと等は、特色ある取組で

あると判断される。
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③ 教育の実施体制等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 16 ～ 19 年度の評価結果は「教育の実施体制等に関する目標」の

下に定められている具体的な目標（10 項目）のうち、１項目が「非常に

優れている」、２項目が「良好」、７項目が「おおむね良好」であったこ

とから、「中期目標の達成状況が良好である」であった。

平成 20、21 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「非常に優れ

ている」、２項目が「良好」、７項目が「おおむね良好」とし、これらの

結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項目「教育の実施

体制」の結果も勘案して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「生命科学・環境科学に関連する特色ある博士課程を構築するため、大学

院研究科の再編成を図る」について、平成 19 年度に農学工学総合研究科博士課程を設

置したことは、農学と工学が連携・融合した新たな学際的領域を開拓し、生命科学、

環境科学等に特色を持つ教育研究の展開を可能とする体制が整備されている点で、優

れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「獣医学教育を充実するため、学内外と連携して教育体制の整備を推進す

る」について、獣医臨床繁殖学講座、獣医臨床放射線学講座、獣医寄生虫学講座の新

設、学外の獣医師に対する臨床教授の称号付与及び家畜保健衛生所との連携強化は、

獣医学科の教育体制の充実につながっている点で、特色ある取組であると判断される。

④ 学生への支援に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 16 ～ 19 年度の評価結果は ｢学生への支援に関する目標」の下に

定められている具体的な目標（４項目）のすべてが「おおむね良好」で

あったことから、「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であった。

平成 20、21 年度の達成状況を踏まえた結果は、４項目のすべてが「お

おむね良好」であることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 「中期計画に記載されていない措置等（チャレンジプログラム）」について、学生に

対する社会性の育成を目的とする「とっても元気！宮大チャレンジ・プログラム」の

実施は、学生の企画による教育・研究、ボランティア活動、課外活動等、多種多様な

活動を支援し、学生のやる気を起こさせている点で、優れていると判断される。

○ 中期計画「保健管理センターの健康管理システムを整備・充実し、健康教育を定期

的に実施する」について、カウンセリング、心身医学セミナー、禁煙セミナー、年６
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回の「禁煙塾」等、積極的できめの細やかな健康教育を実施したことは、特に喫煙率

の減少という成果につながっている点で、優れていると判断される。

○ 中期計画「学生ボランティア及び学外留学生支援組織と連携し、留学生の生活支援

の強化を図る」について、学生ボランティアと民間ボランティアの連携による日本語

支援、留学生のホームスティ、留学生シンポジウムの開催等を行い、さらに、私費外

国人留学生の財政支援策の一環として、国際連合大学の「私費留学生育英資金貸与事

業」を九州地区の国立大学で初めて導入し、留学生の申請が認められていることは、

優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「学生の相談や質問に、電子メール等でも対応できる体制を整備する」に

ついて、「学生なんでも相談室」への来室のみならず、電子メールや電話による相談を

受け付けるシステムを構築したことは、柔軟な相談体制が整備されている点で、特色

ある取組であると判断される。

○ 中期計画「就職に関する全学的な検討組織を整備し、学務部に就職支援室を設置す

るとともに、学外の就職関連組織とも連携して、就職支援体制を強化する」について、

「高等教育コンソーシアム宮崎」と連携して、福岡で開催される合同会社説明会へ参

加する学生の便宜を図るために、バスの運行を行っていることは、特色ある取組であ

ると判断される。

○ 中期計画「留学生受入れ及び生活支援に関する業務に対応するために、専任教員や

専門の事務職員を配置して組織的に対応する」について、国際連携センターにおいて、

海外向け広報のために米国、韓国、中国、台湾の学生を国際交流アソシエイトとして

雇用していることは、特色ある取組と判断される。

（Ⅱ）研究に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「おおむ

ね良好」であることから判断した。

（参考）

平成 16 ～ 19 年度の評価結果は以下のとおりであった。

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「おおむね良好」であ

ることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 研究水準及び研究の成果等に関する目標
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【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 16 ～ 19 年度の評価結果は「研究水準及び研究の成果等に関する

目標」の下に定められている具体的な目標（６項目）のうち、２項目が

「良好」、４項目が「おおむね良好」であったことから、「中期目標の達

成状況がおおむね良好である」であった。

平成 20、21 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目が「良好」、４

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の

現況分析における関連項目「研究活動の状況」「研究成果の状況」の結果

も勘案して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「大学として学際的・先端的領域を含む重点研究領域の設定を行う。重点

領域は、生命科学に関連する分野、環境・エネルギー科学に関連する分野とする」に

ついて、重点領域の生命科学研究と環境・エネルギー科学研究に予算を戦略的に重点

配分し研究を推進しており、生命科学研究においては、21 世紀 COE プログラム「生

理活性ペプチドと生体システムの制御」に採択されるなど、質の高い研究活動を持続

していることは、優れていると判断される。

○ 中期計画「社会的な要望に対応した研究課題の設定を図る」について、学長裁量経

費の重点配分による県内中小企業との共同研究の推進、技術移転、シーズ集の発刊等

の取組を実施しており、また、地域社会からの科学技術相談件数が増加していること

は、地域の要望に応じた研究に努めている点で、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「地域に関連した研究を推進する」について、県との連携で地域結集型共

同研究事業、都市エリア産学官連携事業及び地域新生コンソーシアム事業等を推進し

たこと及び地元の銀行、宮崎県工業会、宮崎県経済農業協同組合連合会（JA 宮崎経済

連）との連携協定の締結は、地域産業界の発展に貢献しているという点で、特色ある

取組であると判断される。

② 研究実施体制等の整備に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 16 ～ 19 年度の評価結果は「研究実施体制等の整備に関する目標」

の下に定められている具体的な目標（８項目）のうち、３項目が「良好」、

５項目が「おおむね良好」であったことから、「中期目標の達成状況がお

おむね良好である」であった。

平成 20、21 年度の達成状況を踏まえた結果は、３項目が「良好」、５

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）
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○ 中期計画「研究担当副学長を長とする研究推進委員会を設置し、全学的な研究の企

画を行い、研究方法や成果の評価を行うとともに、評価結果に基づく改善の指示及び

研究資金等の重点配分を行う」について、平成 17 年度に大学研究委員会を組織し、そ

の下に「研究企画・推進チーム」、「研究評価チーム」を設置したことは、「研究戦略経

費、若手研究者の特色ある研究に対する支援経費」の配分基準を明確にし、その成果

についての事後評価の実施及び情報公開につながっている点で、優れていると判断さ

れる。

（Ⅲ）その他の目標

（１）社会との連携、国際交流等に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（１項目）

が「おおむね良好」であることから判断した。

（参考）

平成 16 ～ 19 年度の評価結果は以下のとおりであった。

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（１項目）が「おおむ

ね良好」であることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 社会との連携、国際交流等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 16 ～ 19 年度の評価結果は「社会との連携、国際交流等に関する

目標」の下に定められている具体的な目標（６項目）のうち、３項目が

「良好」、３項目が「おおむね良好」であったことから、「中期目標の達

成状況がおおむね良好である」であった。

平成 20、21 年度の達成状況を踏まえた結果は、３項目が「良好」、３

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「独立行政法人日本学生支援機構や JICA 等への協力を通して開発途上国

等への支援を推進する」について、国際協力機構（JICA）事業を実施しており、また、

タイ国との医学部相互研修事業で積極的に学生及び研修医の派遣・受入れを行うなど
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人的交流を深めたことは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「地域住民に対する図書館や体育施設等の開放を積極的に進める」につい

て、地域住民に向け図書館の利用案内をウェブサイトに掲載したこと及び日曜開館を

実施したことは、利用者の増加につながり地域との連携強化が期待される点で、特色

ある取組であると判断される。

（２）附属病院に関する目標

がん診療連携拠点病院として宮崎県のがん診療の中心となるとともに、肝疾患診療連

携拠点として肝疾患センターを設置するなど、地域中核病院としての役割を果たしてい

る。教育では、臨床技術トレーニングセンターを開設して、学生の臨床実習や医師の卒

後研修の充実に努めている。

今後、引き続き、病診・病病連携機能を強化させるとともに、国立大学病院管理会計

システム等を有効活用して、病院経営をより一層向上させるためのさらなる取組が期待

される。

平成 16 ～ 21 年度の実績のうち、下記の事項が注目される。

（教育・研究面）

○ 医学教育改革推進センター・卒後臨床研修センターを設置して、卒前・卒後を通じ

た一元的研修を可能とするとともに、各コースの内容や協力型臨床研修病院等との連

携体制を定期的に点検し、研修の充実に努めている。

○ 他施設で初期研修を修了した医師が専門医養成に入る受け皿として「専門医前研修

支援コース」を設置しており、医師の要望に柔軟に対応したプログラムを提供してい

る。

（診療面）

○ 都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受け、がん診療部の設置やポジトロン断層

・コンピュータ断層複合撮影装置（PET-CT）の活用も含め、がん診療を積極的に行う

医療体制を整備している。

○ 総合周産期母子医療センターに指定され、総合周産期集中治療管理室（MFICU）６

床、新生児集中治療管理室（NICU）９床を設置するとともに、看護師を増員するなど、

周産期体制を整備し、人材養成にも貢献している。

（運営面）

○ 国立大学病院管理会計システム（HOMAS）を用いて、「部門別原価計算」及び「患

者別原価計算」から、症例別の傾向分析と収支改善策を検討し、各診療科と「症例別

収支改善検討会」を開催しており、病院経営の改善を図っている。

○ はにわネットのシステムを利用し、入院患者の紹介元医師へ診療情報を提供する「宮

崎大学医学部附属病院医療情報連携システム」の連携拡大を行っている。

○ 収入増を図るために、病床配分の見直し、集中治療室（ICU）の増床、先端医療機
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器における地域医療機関との共同利用等に取り組んだ結果、病床稼働率の向上や入院

・外来診療単価の上昇につながっている。

（３）附属学校に関する目標

教育文化学部附属学校園は、共同研究の推進、教育実習の充実及び大学と附属学校の

連携を図るための適切な組織体制の整備に努めている。

「附属学校運営委員会」を設置し、各附属学校園に共通した学校運営の課題を共有す

ることで、幼小中の連携による教育計画・教育実践及び学校運営を効果的に行う基盤を

整備するとともに、平成 19 年度より附属学校園の教育実習、研究開発、宮崎県の教育へ

の貢献に関わる年度事業計画を実施している。

また、各学校園に「特別支援教育委員会」を設置し、LD、ADHD、高機能自閉症等多

様な子どもの指導・助言体制を整え、特別支援教育に関する学部との共同研究を推進し

ている。

平成 16 ～ 21 年度の実績のうち、下記の事項が注目される。

○ 平成 16 年度に「学部研究推進委員会」を発足させ、幼小中を通した子どもの発達過

程に即した連続性を持つ教育課程の編成及び指導方法の研究を「附属もくせいプラン」

プロジェクトとして実施し、その結果を踏まえて新たに『「確かな学力」を育成するた

めの授業の改善』を共通テーマとして共同研究を行い、研究成果を研究論文として学

部の紀要等に発表するなど、取組の実施と評価が連続した一貫した教育課程・学習指

導法等の改善を行っている。

○ 平成 16 年度に「教育実習改革プロジェクトチーム」を組織し、教育実習の改善策を

策定し、事前指導では附属学校において模擬授業を実施するなど、実践的指導力を育

成できる教育実習になるよう指導内容等の改善に取り組んでいる。また、教職大学院

の実習については、「教職大学院・附属学校教育実習連絡会議」を設置し、教職大学院

と学部の実習の系統的指導と連携を推進するとともに、「教職大学院・附属学校教育実

習運営委員会」を組織し、教育実習の円滑な実施に向けて取り組んでいる。
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Ⅱ．業務運営・財務内容等の状況

（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標

①運営体制の改善、②教育研究組織の見直し、③人事の適正化、

④事務等の効率化・合理化

平成 16 ～ 21 年度の実績のうち、下記の事項が注目される。

○ 教員及び事務系職員評価を実施し、教員評価及び事務系職員評価ともに、その結果

を平成 20 年 12 月の勤勉手当及び平成 21 年１月の昇給から反映しており、評価できる。

○ 各会議の審議事項を整理し、会議の役割を明確化するなど、法人運営を機動的・戦

略的に行えるように体制強化を図っている。また、戦略企画本部を設置し、執行部の

情報共有を図るとともに、大学として競争的教育研究資金獲得のための戦略的かつ組

織的な方針を策定する体制を構築している。

○ 教員人事に関する手続き等を点検し、大学全体の将来構想を見込んだ教員配置が可

能となるよう、「教員人事に関する手続き」を定め、学長を中心に的確かつ機動的、弾

力的に行える体制に強化している。

○ 「情報化推進基本構想」を策定し、総合情報処理センター及び情報管理室を廃止し

て、情報戦略室及び情報支援センターを設置し、情報化推進のための各種情報システ

ムの一元的運用と情報の集約化を図っている。

○ 24 時間体制の保育園の開設、「清花 Athena サポート室」設置による女性教職員の支

援や環境整備等を積極的に行った結果、平成 21 年度の有期雇用を含む女性教員数は 92
名（対平成 15 年度比 27 名増）となっている。

○ 障害者雇用に向けた取組を行い、障害をもつ教職員数は、平成 21 年度で 18 名（対

平成 15 年度比 12 名増）、障害者雇用率は 2.48 ％（対平成 15 年度比 1.69 ％増）となっ

ている。

○ 平成 21 年度の経営協議会の審議において、審議すべき事項が報告事項として扱われ

ていた事例があったことから、今後は適切な審議を行うことが期待される。

平成 16 ～ 21 年度の実績のうち、下記の事項に課題がある。

○ 大学院専門職学位課程において、平成 21 年度の学生収容定員の充足率が 90 ％を満

たさなかったことから、今後、速やかに、定員の充足に向け、入学定員の適正化に努

めることや、入学者の学力水準に留意しつつ充足に努めることが求められる。

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載 35 事項すべてが「中期計画を十分に実施している」と認め

られるほか、大学院専門職学位課程において学生収容定員の充足率が 90 ％を

満たさなかったが、教員及び事務系職員評価を処遇へ反映する取組が行われ

ていること等を総合的に勘案したことによる。
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（参考）

平成 16 ～ 19 年度の評価は以下のとおりであった。

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載 34 事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は「中期計画

を十分に実施している」と認められ、上記の状況等を総合的に勘案したことによる。

（２）財務内容の改善に関する目標

①外部研究資金その他の自己収入の増加、②経費の抑制、

③資産の運用管理の改善

平成 16 ～ 21 年度の実績のうち、下記の事項が注目される。

○ 研究助成等の応募案内を全教員へ直接周知する体制を整備するとともに、戦略企画

本部を設置し、競争的教育研究資金獲得のための戦略的かつ組織的な方針を策定する

体制を構築した結果、受託研究、共同研究及び寄附金による外部資金は、平成 21 年度

で 11 億 5,439 万円（対平成 15 年度比３億 9,434 万円増）となっている。

○ 平成 21 年度から科学研究費補助金獲得者に対するインセンティブ配分を獲得金額の

１％から５％に増加させるとともに、２年連続して申請を行わない教員に対する教育

研究経費を 10 ％減額しており、今後の成果が期待される。

○ 農学部附属動物病院（旧家畜病院）は、産業動物の学外診療サービスの拡大、料金

体系の改定、診療業務を開業医紹介診療とするとともに、超音波診断装置・探触子等

の導入により、難治疾患、重症疾患等の新たな患畜も受け入れ、増収に向けた取り組

みを行った結果、動物治療収入は平成 21 年度で 3,286 万円（対平成 16 年度比 897 万

円増）となっている。

○ 中期計画における総人件費改革を踏まえた人件費削減目標の達成に向けて、着実に

人件費削減が行われている。今後とも、中期目標・中期計画の達成に向け、教育研究

の質の確保に配慮しつつ、人件費削減の取組を行うことが期待される。

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載８事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は

「中期計画を十分に実施している」と認められ、上記の状況等を総合的に勘

案したことによる。

（参考）

平成 16 ～ 19 年度の評価は以下のとおりであった。

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載８事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は「中期計画を

十分に実施している」と認められ、上記の状況等を総合的に勘案したことによる。
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（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

①評価の充実、②情報公開等の推進

平成 16 ～ 21 年度の実績のうち、下記の事項が注目される。

○ 教員個人評価、法人評価等に必要な大学情報データベースシステムを構築し、中期

計画・年度計画の進捗状況管理等自己点検・評価の作業効率化を図っている。

○ 広報体制を強化するため「宮崎大学における広報戦略」を策定するとともに、イン

フォメーションコーナーを設置し、各部局等における教育研究に関する情報を集約・

整理し、情報提供の充実を図っている。

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載９事項すべてが「中期計画を上回って実施している」又は

「中期計画を十分に実施している」と認められ、上記の状況等を総合的に勘

案したことによる。

（参考）

平成 16 ～ 19 年度の評価は以下のとおりであった。

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載９事項すべてが「中期計画を十分に実施している」と認められ、上記の

状況等を総合的に勘案したことによる。

（４）その他業務運営に関する重要目標

①施設設備の整備・活用等、②安全管理

平成 16 ～ 21 年度の実績のうち、下記の事項が注目される。

○ 施設整備年次計画を見直し、附属小学校の耐震改修・バリアフリー化、講義実習棟

解剖実習室のホルマリン対策等の整備を実施している。

○ 各学部等の施設の稼働率調査及び整備状況の実態調査に基づき、学部から拠出され

た共用スペース等の利用について検討し、女性研究者支援等のため利用している。ま

た、若手研究者の研究環境を改善するため、「若手研究者研究スペース確保方針」を策

定している。

○ 省エネルギー事業計画に基づく太陽光発電設備、空調設備改修、冷熱源設備更新等

の削減対策や、温室効果ガス排出抑制等のための実施計画に基づく省エネルギーパト

ロール活動、空調期間以外の電源遮断等の取組を行い、エネルギー消費量を対平成 15
年度比 8.5 ％削減、CO2 排出量を対平成 15 年度比 7.7 ％削減している。

○ 危機管理委員会を設置し、危機管理基本マニュアル等のさらなる周知・徹底を図る

とともに、個別リスクを評価・分析し、危機対策の優先度を付けた個別リスクの分析
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評価表を作成している。また、「防災マニュアル（自然災害編）」をウェブサイトに掲

載して学生等への周知を図っている。

○ 平成 20 年度の研究開発委託事業において、研究活動における不正行為（ねつ造）が

行われていたことから、研究活動における不正行為防止及び研究者として遵守すべき

モラル意識向上に係る、より一層の取組が期待される。

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載 13 事項すべてが「中期計画を十分に実施している」と認め

られ、上記の状況等を総合的に勘案したことによる。

（参考）

平成 16 ～ 19 年度の評価は以下のとおりであった。

【評定】 中期目標の達成状況が良好である

（理由） 中期計画の記載 13 事項すべてが「中期計画を十分に実施している」と認められ、上記

の状況等を総合的に勘案したことによる。
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